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【研究の背景・目的】 

 有機半導体分子とそれらが形作る組織体の構造
には無限の多様性が存在するが故に、異なる機能
を持った多種の有機物の薄膜で構成される高効率
有機薄膜太陽電池の設計は、化学者にとって心躍
る新しいチャレンジである。太陽光エネルギーの
有効利用は人類の生存に関わる技として、化学者
が積極的関わりを持つべき重要な研究テーマであ
る。これまで行われてきた有機化学の医薬・農薬
への応用と異なり、有機化学の電気電子科学技術
への本格的な応用はこれから始まるところである。 

 そこで本研究では、有機エレクトロニクス研究
における新しい研究指針「発想を新反応に求めて
機能分子を探索する」という考えに基づき、半導
体性を示す新型の平面共役分子や球形をした共役
分子であるフラーレン誘導体の設計・合成、およ
びそれらの分子組織体のナノレベルでの構造制御
法を開発し、高効率有機薄膜太陽電池の早期実用
化に資することを目的とする。 

 

【研究の方法】 
 本課題で研究する「低分子塗布変換型有機薄膜

太陽電池」は、耐久性、材料設計の多様性など、

従来の有機薄膜太陽電池に比べて優れている点が

多い。本研究では、以下の研究課題に取り組む。

(1) 有機半導体分子の探索と分子設計・合成。(2) 

階層的ナノ組織化デバイス構造構築。(3) 半導体

組織のナノ構造の解析（非周期構造の分子レベル

解析）。有機合成と物理有機化学を柱に、薄膜モル

フォロジー解析、電子顕微鏡によるナノ構造解析

などを通して、太陽電池特性と分子物性との相関

を明らかにし、さらなる高効率化を図る。 

 

 

【期待される成果と意義】 

本研究の鍵である「高機能有機半導体分子の設
計」、「ナノからマクロスケールでの分子組織体の
完全階層化」、これまでの化学研究で正面から取り
上げられることが少なかった「非周期構造の分子
レベル解析」への挑戦は、基礎科学の新しい領域
の開拓に繋がることが期待される。世界に先駆け
て長寿命・高効率の有機薄膜太陽電池の基礎研究
を完成し、実用化の道筋を明らかにすることによ
り、学術の発展と資源・エネルギー問題解決の両
方に貢献できる。 
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